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２
０
２
４
年
の
日
本
経
済
は
、
個
人

消
費
や
設
備
投
資
の
底
堅
さ
を
背
景
に

部
分
的
な
回
復
が
見
ら
れ
た
が
、
物
価

の
影
響
を
考
慮
し
た
実
質
賃
金
は
よ
う

や
く
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
程
度
で
緩
慢
な

回
復
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
２
０
２
４

年
日
本
経
済
に
お
い
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

2
0
2
4
年

  
景
気
動
向
調
査
総
括

需
要
は
景
気
回
復
の
大
き
な
要
素
と

な
っ
た
。
訪
日
外
国
人
は
増
加
傾
向
を

示
し
、
２
０
２
４
年
１
～
７
月
の
累
計

で
約
２
億
１
０
７
万
人
に
達
し
、
前
年

同
期
の
1
，
３
０
３
万
人
を
大
き
く
上

回
っ
た
。

　

新
南
陽
地
区
の
２
０
２
４
年
推
移
を

見
て
み
る
と
、
7
～
9
月
期
ま
で
低
下

し
て
い
た
も
の
の
、
10
～
12
月
に
は
回

復
に
転
じ
て
い
る
。
し
か
し
２
０
２
５

年
1
～
3
月
期
の
見
通
し
は
悪
化
し
て

お
り
、
慎
重
な
見
方
が
続
い
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
度
の
日
本
経
済
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
物
価
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
賃
金
の
上
昇
が
続
き
、
個
人
消
費
が

持
ち
直
す
と
い
う
見
方
か
ら
、
今
年
度

の
成
長
率
の
予
測
の
0
．
4
％
を
上
回

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
海
外
経
済
で

は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
が
関

税
を
大
き
く
引
き
上
げ
た
場
合
、
各
国

の
経
済
成
長
が
鈍
化
す
る
と
い
う
見
方

や
、
中
国
の
景
気
の
減
速
が
長
期
化
す

れ
ば
、
日
本
に
も
影
響
が
出
る
と
い
う

指
摘
も
あ
る
。（
N
H
K 

N
E
W
S
）

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
少
子
化
対
策

や
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
賃
金
上
昇

に
対
応
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
、

Ｄ
Ｘ
等
を
推
進
し
た
生
産
性
向
上
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

2
0
2
4
年
1
月
～
12
月
の
各
４
半
期
に
お
け
る
景
況
感
と
、

今
後
に
お
け
る
景
況
見
通
し

新
南
陽
地
域
の
企
業
延
べ
275
社

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
職
員
の
巡
回
相
談
時
に
調
査
票
回
収

「
業
況
」、「
売
上
高
」、「
採
算
」、「
仕
入
単
価
」、「
従
業
員
」、

「
設
備
」、「
資
金
繰
り
」

調
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象
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調
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象

調
査
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調
査
項
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2024年業況DI推移

-0.0％

-10.0％

-20.0％

-30.0％

-40.0％

-50.0％

-60.0％

-70.0％

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

新南陽地区 山口県

産

業

全

体

新
南
陽
地
区
の
業
況
D
I
は
物
価
高
騰
、人
材
不
足
の
影
響
を
受
け
て
７
～
９
期

ま
で
▲
57
．１
％
ま
で
低
下
し
た
。そ
の
後
は
年
末
需
要
の
下
支
え
に
よ
り
改
善
。

2
0
2
5
年
は
実
質
賃
金
上
昇
に
よ
る
個
人
消
費
が
持
ち
直
す
こ
と
に
期
待
。

新南陽地区は経営指導員が訪問調査した結果と
山口県は山口県中小企業景況調査結果をもとにグラフ化出典

監
修
・
分
析
／
マ
サ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

代
表

中
小
企
業
診
断
士　

佐
伯　
昌
之　
氏
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